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研究成果の概要（和文）：統合失調症患者の社会機能（家庭内生活の質や職場復帰の可能性など）には、狭義の認知能
力（神経認知）に加え、社会認知と呼ばれる能力が、直接的な影響を与えることが示されている。本研究課題では、神
経画像法を組み合わせて用いることで、統合失調症の社会認知障害の神経基盤の全貌の解明を目指した。結果、共感性
、「心の理論」、アレキシシミア傾向、など社会認知の主要側面の統合失調症における障害が、大脳皮質・白質の特定
の領域・領域間結合の病理と関連を持つことを明らかにした。さらに、社会機能の総合的指標である主観的ＱＯＬの低
下と関連する脳領域が、社会認知にとって重要な領域と重なり合うことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Impaired social cognition is considered a core contributor to unfavorable 
psychosocial functioning in schizophrenia. We investigated neural underpinnings of social cognitive 
impairment using high-resolution magnetic resonance imaging. As results, regarding major aspects of 
social cognition including empathy, Theory of Mind, and alexithymic tendency, we identified imaging 
correlates of them in specific cortical regions or in specific connectivities. In addition, we 
demonstrated that subjective quality of life is associated with pathology of brain regions relevant to 
social cognition.

研究分野：精神医学

キーワード： 神経心理学
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１．研究開始当初の背景 
統合失調症患者の社会的機能（家庭内生活
の質や職場復帰の可能性など）には、注意障
害、遂行機能障害、記憶の障害などの認知障
害が関連することが知られ、認知障害に焦点
を当てた各種認知リハビリテーションの技
法が開発・実用化されている。ところが、最
近の研究からは、これら狭義の認知能力（神
経認知）以上に、社会認知と呼ばれる能力が、
社会機能に対して直接的な影響を与えるこ
とが明らかにされてきた。 
社会認知能力とは、たとえば対人場面で他
者の表情や意図などを適切に読み取る能力
から、社会の中での適切な意思決定や行動ま
で、広汎な能力を包括する概念であるが、こ
のような認知能力は独自の神経ネットワー
ク（social brain）を基盤としてとして成立
している。 
このような背景をもとに、筆者らは統合失
調症の社会認知の障害と関連する神経基盤
を続けてきた。研究開始時点までの申請者ら
の研究からは、神経画像の個々の手法をそれ
ぞれ個別に用いていたのでは、社会認知と社
会脳の複雑な関連性は十分に理解できない
ことが問題点として残されていた。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、確立した画像技術、新
規の画像技術を組み合わせて用いることで、
統合失調症の社会認知障害の神経基盤の全
貌の解明を目指した。統合失調症患者の社会
認知障害をⅠ．神経生物学的水準、Ⅱ．認知
心理学的水準、Ⅲ．行動学的水準の３つの水
準にわけて検討し、それらの関連を明らかに
することを目的とした。本研究では、これら
各水準の関連・相関を解析することに加え、
各種神経画像法によって得られた画像所見
相互の関連を検討することにした。それぞれ
の神経画像技術には、それぞれ長所と短所が
あるので、それらの情報をどのように統合す
るかが、本研究で追求した点である。 
最後に、本研究の成果の総合的な解釈から
は、統合失調症の社会認知のリハビリテーシ
ョンに指針を得ることを目標とした。 
 
３．研究の方法 
社会的意思決定課題を中心に、社会認知を
多面的に評価する実験心理学的課題を開発
した。これらの一部は fMRI 課題として開発
した。これら社会認知課題を、統合失調症患
者群および健康被験者に実施し、構造 MRI 画
像、拡散テンソル画像、fMRI を撮像した。こ
れらの画像所見相互の関連と、社会認知障害
の関連性を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）統合失調症の白質統合性の病理と社会
認知の関連についての解析を進め、アレキシ
シミアと呼ばれる自己の感情に対する気づ
きの指標との関連を解析した。44 名の統合失

調症被験者群で、アレキシシミアは対照群よ
り有意に高い値を示し、患者群内で、アレキ
シシミア傾向の高さは、社会・情動認知にと
って重要な複数の白質領域の病理と関連す
ることが示された(Kubota et al., 2012) 
（２）社会機能の総合的指標(QOL)に着目し、
形態学的な神経画像の指標との関連につい
て検討した。45 名の統合失調症被験者群を対
象とした解析の結果、主観的 QOL 低下と関連
する大脳皮質体積の減少が、右背外側前頭前
皮質などに認められた(Ubukata et al., 
2013)。 
（３）統合失調症の共感性の基盤となる形態
学的異常について MRI 画像で解析を進めた。
69 名の統合失調症群および年齢・性別などを
マッチさせた同数の対照群を対象とした。共
感性については Interpersonal Reactivity 
Index と呼ばれる自記式質問紙で評価した。
また MRI 画像については、拡散テンソル画像
により全脳レベルで主要白質領域の白質統
合性を解析した。結果、統合失調症では、共
感性を構成する諸側面のうち、「空想」下位
尺度得点が左下前頭後頭束の白質統合性お
よび前視床放線の白質統合性と正の相関、
「個人的苦悩」下位尺度得点が脳梁の白質統
合性と負の相関を示した。この結果は、統合
失調症における共感性障害の異なる側面は、
異なる領域の病理学的基盤と関連すること
を示している(Fujino et al., 2014)。 
（４）社会認知の主要な要素である「心の理
論」の神経基盤について、18 名の統合失調症
患者群および年齢・性別などをマッチさせた
30 名の対照群を対象に検討した。「心の理論」
については Moving Shape Paradigm と呼ばれ
る実験心理学的課題を用いて評価した。また
MRI 画像については、全脳レベルで局所灰白
質体積を評価した。結果、統合失調症群にお
いて課題成績の低下が、上側頭溝周辺皮質、
内側前頭皮質の体積減少と関連することを
示した(Koelkebeck et al., 2013)。 
（５）統合失調症の社会性障害の病態に関わ
る大脳皮質、大脳白質の病理の相互の関連を
明らかにすることを目指し、大脳皮質厚、白
質線統合性の形態学的測定を行った。統合失
調症においては、大脳皮質と白質の病理が、
全脳レベルにおいても、また視床・前頭葉結
合という局所にいても相互に関連している
ことが明らかになった(Kubota et al., 2013, 
Sasamoto et al., 2013)。 
（６）研究全体の総括として、本研究で推進
してきた研究を通覧するかたちでのレビュ
ー論文として公表した(Fujiwara et al., 
2014)。統合失調症における社会認知の障害
が実生活面の社会機能の障害に反映される
ことを強調し、社会認知への介入は、統合失
調症の機能予後に影響しうることを考察し
た。 
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